

































男性名詞 中性名詞 女性名詞 複数形
主格形
【長形】






1) Učebnikăt     　　　　　e     na 　masata.
 教科書 -冠詞（主格）    cop.  に         テーブル -冠詞
 教科書はテーブルの上です。
2) Vzeh　            učebnikă.
 取った1p.sg   教科書 -冠詞（非主格）
 私は教科書を取った。
3) Knigata   　　　　 e      na 　masata. -冠詞
 本 -冠詞（主格）    cop.   に　   テーブル　　
 本はテーブルの上です。
4) Vzeh                 knigata.



















男性名詞 女性名詞 中性名詞 複数形
主格 無冠詞形
非主格 edin ＋無冠詞形 edna ＋無冠詞形 edno ＋無冠詞形 edni ＋無冠詞形
5) V    našata      　　  katedra　 dojde    　prepodavatel  　po  istorija.
 に 我々の -冠詞　学科　　   来た3p.sg. 　  先生      　   の   歴史
 我々の学科には歴史の先生がきた。
6) V    našata -冠詞     katedra 　dojde         edin 　prepodavatel.





























7) Momičeto 　　  udari  　 momčeto .





8) Momičeto 　　   go　　　　　　　　   udari   　    momčeto .






概念（Russell 1905, uniqueness（唯一性），Christophersen 1939, familiarity（親近性），Strawson 
1950, identifiability（ 同 定 ），Krámský 1972, determination（ 特 定 化 ），Hawkins 1978, shared 
knowledge（共通知識），Lyons 1999, reference/specification（指示／指定））が用いられている。












9) Studentăt 　        pozdravi 　              prepodavatelja.
 学生 -冠詞　 挨拶した3p.sg.　 先生 -冠詞
 学生は先生に挨拶した。
10) Studentite　 ot         treti 　　kurs 　šte     hodjat           na       spetzializatzija.
 学生 -冠詞    から　三番目　学年    fut.  行く3p.pl.   に　  研修
 三年生の学生が研究に行く。
11) Pingvinăt 　 　        e 　　 ptitza.





12) Beše izbran　　nov 　president.  Prezidentăt   　šte      vstăpi           v    dlăžnost  
 選ばれた　    　新       大統領       大統領 -冠詞    fut.  就く3p.sg.  に  任務　　  　 
 drugija  mesetz.




13) Zemetresenieto 　otne 　              života　  na 　hiljadi 　duši.  Prezidentăt 　 
 地震 -冠詞　　         奪った3p.sg.　 命 -冠詞     の　 大勢　    人　  大統領 -冠詞
 objavi                         izvănredno  　položenie.
 宣言した3p.sg.　　非常　　 　   事態
 地震は大勢の人の命を奪った。大統領は非常事態を宣言した。
14) Q: Koi      sudenti 　šte       hodjat          na        spetzializatzija?
    どの　学生   　    fut. 　行く3p.pl.    に　　研究
    どの学生が研修に行きますか。
 A: Studentite 　 ot         treti 　　   kurs　(šte   hodjat          na     spetzializatzija).
    学生 -冠詞　から　三番目 　学年    fut.   行く3p.pl.  に　 研修
    三年目の学生が研修に行きます。
15) Rumen 　Radev 　 e     novijat          prezident10  na 　Bălgarija.








































Roberts 1976，Givon 1978，Mayer 1988）がある。この議論は，分析対象となっている言語の特
徴にもよるものであるので，ここではブルガリア語を例に考察を行う。
ブルガリア語では，総称的な名詞は，定的な場合（11）と，不定的な場合（17，18）がある。
17) Edin  džentălmen  trjabva  da 　　　se  dărži 　　prilično.
 一　         紳士　　 べき     ように　    振る舞う　     礼儀正しく
 紳士は礼儀正しく振る舞うべきだ。
18) Гладна 　　　　мечка 　хоро 　　не играе.13











19) Zemjata        se vărti.






















20) Rumen 　Radev 　    e 　 president.
 ルメン　ラデフ　cop.  大統領　
 ルメン・ラデフは大統領だ。
21) Ivan            e         prepodavatel　 po　 istorija.
 イヴァン　cop.   先生　　　　 の　   歴史
 イヴァンは歴史学の先生だ。
22) V 　 našata 　　　  katedra　dojde              prepodavatel 　po 　istorija.
 に　我らの -冠詞　学科　    来た3p.sg.   先生　　　　 の　   歴史
 我らの学科には歴史の先生が来た。
22）は23)のように，edinを伴うことも可能である。
23) V našata katedra dojde edin prepodavatel po istorija.




述語と主語の位置を入れ替える（Prezident  e Rumen Radev）と，措定文ではなくなり，指定文
になる 14。
定的名詞と不定的名詞の違いは，指示対象が特定可能であるか否かによるものであると主張









24) Sled 　malko 　     šte 　dojde 　　　lekarjat.
 あと    しばらく　fut.   来る3p.sg.　医者 -冠詞
 医者は，もう少ししたら，来る。
25) Sled　 malko 　     šte 　dojde 　　　edin 　lekar.
 あと    しばらく　fut.   来る3p.sg.　一  　    医者
 もう少ししたら，一人の医者が来る。
26) Sled 　malko 　     šte 　dojde 　　　lekar.













あると主張する立場（Маслов 1956，Лакова 1983， Гинина 1998）がある。これらの議論は主格
名詞，非主格名詞の双方に及んでいるが，本稿では，主格名詞に絞り考察を進めていく。Edin
の文法性を論じる上，edinが付加する形式と無冠詞の形式の置き換えにはどのようなパターン




27) Ivan              e      pevetz.
 イヴァン　cop.  歌手
28) Ivan　　　     e      edin   pevetz.








30) Džentălmenăt  　  ne　  biva　    da 　   se 　dărži         　    taka.
 紳士 -冠詞　　　ない  べき　よう　振る舞う3p.sg.  　このように
31) Edin džentălmen 　ne 　  biva      da 　   se 　dărži 　　　    taka.15
 一　　   紳士　　  ない　べき　よう　振る舞う3p.sg.  　このように
32) *Džentălmen 　 ne  　 biva 　 da 　   se 　dărži 　　　    taka.









33) Dete 　     igrae 　　       na 　dvora.
 子ども　遊ぶ3p.sg.  で　  庭
　
34) Edno   dete 　      igrae      　  na   dvora.









35) Šte   hodim     　  na 　(edno) 　zasedanie 　 za 　　učebnite 　planove16.
 fut.     行く1p.pl.　 に　   一　　   会議　　　    ため　  教育 -冠詞  方針
 教育方針を決める会議に行く。
36) Otvăd 　　ezeroto 　se  izdigaše  　　　　    (edin) 　zamăk 　s　 ostrovărh 　pokriv
 向こうに   湖 -冠詞    そびえ立っていた　　一　　   城　　    と       尖った　　 屋根
 i 　     visoki       svodesti    verandi.







－ 372 － － 373 －
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37） V 　stajata 　　 vleze 　　　　  (edno) 　dete.
 に　 部屋 -冠詞   入った3p.sg.　（一）　　子ども
 部屋に子どもが入った。
38） V 　stajata 　　 vleze 　　　　   edno  dete,      koeto       　 bjah izpratil 　   za      vestnitzi..
 に　 部屋 -冠詞   入った3p.sg.　 一   子ども 関係代名詞  行かせた1p.sg. に　新聞
 新聞（を買い）に行かせた子どもは部屋に入った。
39)* V 　stajata 　　 vleze 　　　   dete,      koeto      　      bjah izpratil 　    za      vestnitzi..
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　1) Protesta　šte se săstoi utre v 18:30 časa. （Facebook）デモは明日 18：30 に行われる。
　2) Sled kato rokăt beše izgonen ot Kavarna, sega kmetitzata si e postavila za tzel da zaliči i spomenăt 






して指摘されている。（Halliday 1967, ’topichood and lefthand position’， Lyons 1977, ‘initial position 
and thematic subject’，Leafgren 2002, ‘association between topicality and early linear position’.）
9）主語部も述語部もテーマになり得る（cf. Иванчев 1968）。
10）名詞に修飾語（形容詞や代名詞）がある場合は，冠詞は修飾語に付く。
11）  Lambrecht（1994) はこのような文を ’identificational sentences’ と称する。Chafe（1976）は，そ
れを ‘activation of the information (knowledge) at the moment of utterance’ と呼んでいる。また，
Clark ＆ Marshall (1981) は ‘direct definite reference convention’ という用語を用い，指示物の特定化
のプロセスを次のように説明付けている： ‘the speaker has good reason to believe that on this occasion 





　Q：Koj e president? 
　　   だれが大統領ですか。
　A： Rumen Radev e president. / Prezident e Rumen Radev. 
　　   ルメン・ラデフが大統領です。
　一方，措定文の前提は以下の例のようである。その場合は，叙述文（Rumen Radev e president.）の語
順の倒置は不可である。
　Q：Kakăv e Rumen Radev? / Rumen Radev kakăv e?
　　   ルメン・ラデフは何者ですか（何をする人ですか）。
　A：Rumen Radev e president./ *Prezident e Rumen Radev.
　　   ルメン・ラデフは大統領です。






　*Măžăt mnogo običa da hodi na mač, no Ivan ne e stăpval na mač.
　男はサッカーに行くのが大好きだが，イヴァンは一度も行ったことがない。
　上記の文は非文であるが，edin が付加する形式の文に置き換えると，文法的文になる。
　Edin măž mnogo običa da hodi na mač, no Ivan ne e stăpval na mač.
16）この例における edin が付加する形式は主語ではなく目的語であり，本稿の考察の対象から外れてい
るが，Ницолова が挙げている根拠のためにここで取り上げる。
17）主題の場合は，文頭に移動する。
